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青少年教育講座 
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ふるさと歳時記 

大東地区老ク連 
大東文化振興会 

合同 
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順  位 氏 名 氏 名 

優  勝 大出 晃司 安藤 匡史 

準 優 勝 関根 玉枝 溝井 伸也 

第 ３ 位 綾川 ゆみ 橋本 和典 

第 ３ 位 関根 義徳 圓谷 広美 
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7 月 26 日（金）に、市民安全課の久保木さんと穂積さんを講師にお招きし、第４回目

のほがらか教室「防災講座」を開催しました。 

講座では、市の防災ガイドブックの見方や過去の水害とそれに伴う市の備え（公助）に

ついて、普段からできる自助・共助の取り組みについて説明がありました。 

その後は、令和５年３月に設置された緊急貯水槽（ゲートボール場内）の使用方法や消

火器の取扱いについて説明を受け、水消火器を使った訓練も体験しました。 

災害は、いつどこで発生するか分かりませんので、常日頃から、災害ハザードマップの

確認や非常持出袋を準備するなど、災害に備えた行動を心がけましょう‼ 

★ 優勝おめでとうございます ★ 
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２日（金） 
青色回転灯防犯パトロール 
（担当：下小山田区） 

25 日（日） 
大東地区体育推進委員会主催 
カローリング教室・大会 

３日（土） 
青少年教育講座 
見て・食べて・体験 
夏満喫の「いわき旅」 

２９日（木） 
青色回転灯防犯パトロール 
（担当：下小山田区） 

８日（木） 
大東体育振興会主催 
グラウンド・ゴルフ大会 

３０日（金） 
大東ほがらか教室⑤-2・3 
「スマホ教室」 

２３日（金） 
大東ほがらか教室⑤-1 
「スマホ教室」 

 
 

 

日 時 
８月２５日（日） 
８：３０～教室開催 
９：３０～試合開始 

場 所 大東地域体育館 

対 象 大東地区在住または在勤の方 

参 加 費 無料 

参加方法 
事前申し込み不要‼ 
当日は、上履き後持参のうえ、
ご来場ください。 

問合せ先 
大東コミュニティセンター 
TEL 79-2176 

日 時 ９月８日（日）１０：００～１２：００ 

場 所 大東コミュニティセンター 

対象・定員 
市内在住・在勤の成人１０名 
※お子様同伴の参加 OK‼ 

参 加 費 1,800 円（材料費・お菓子代） 

申 込 方 法 

８月２３日（金）までに電話・FAX・メール・
Web いずれかの方法でお申込みください。 
※申し込み後、８月３０日までに参加費を 
 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰへ直接納入してください。 
 

 

 

 

 

問 合 せ 先 

大東コミュニティセンター 
TEL 79-2176 FAX 89-1008 
Mail 
oohigashi@city.sukagawa.fukushima.jp 
 

 

  

図書コーナーにある本の中から、職員おすすめの一冊をご紹介します！！ 

『 最後の医者は桜を見上げて君を想う 』 

【おすすめの理由】 

 今回は、感動必須の小説を紹介します。 
 奇跡を信じて最後まで「生」を諦めない“福原雅和”と治療することが全てでは
ないと患者にアドバイスしていくうちに「死神」と呼ばれるようになった福原の同
期である“桐子修司”の二人が物語の主人公です。相反する二人の医者から説明を
受けた患者の心情と決断には涙が止まりません。 
 どの話も、自分にも起こりうる話であり、万が一同じようになったらどうするか、
家族はどうなるのかと考えると、強く生きたいと思うばかりです。 
 この夏、感動の１冊を、コミュニティセンターでお借りください。   安藤 

 

 

参加者 

募集中 

Web 申し込み用 ⇒ 
2 次元コード 


